
◆OB会費銀行自動引き落としについて

１．導入検討の経緯

　これまで、OB会費の集金は銀行振込、クレジットカード決済などで対応してきましたが、

・各OBが都度支払う必要がある →都度支払いは、OBにとって手間になる

・若手OBの会費支払いが増えていない →卒業してもOB会とのつながりがない

という課題があり、OB会費の金額、そこから支出される現役への支援金が伸び悩んでいました。

　これに対して30期(主将　松本)の代(2020年3月に卒業)メンバー、及びヘッドコーチ関口氏より、

銀行自動引き落としの仕組みを導入してはどうか、との話が上がり検討を進めてきました。

２．これまでの検討状況

　具体的な検討に入ったのは、2020年度チーム始動の頃からで、

主務　笠井を中心とした現役のスタッフメンバーとOB会計安本で対応を進めてきました。

　OBの手間にならず運用コストが低いこと、口座情報を扱うためシステム化されていること

などの観点から、以下4社を選出し、取り寄せた資料などを基に比較を行いました。

・日本システム収納(NSS)

・Metaps Payment(会費Pay)

・明治安田収納ビジネスサービス(MBS)

・robot payment

結果、最も安価で今回の要件を満たす日本システム収納(NSS)を選定いたしました。

次ページより、具体的な内容を説明いたします。



◆銀行自動引き落としの概要

・登録して頂いた口座から自動的にOB会費が支払える仕組みです。

・登録は任意で、趣旨にご賛同いただいた方のご登録をお願いいたします。(全OBが登録可能です)

・年2回の引き落としとしています。引き落し日は7月27日、12月27日の2回(固定)です。

・引き落し金額は\5,000/1回、\10,000/年です。

・都市銀行、地方銀行、信託銀行、ゆうちょ銀行など、約1,200の金融機関を利用可能です。

・紙の書類、捺印は不要で、パソコン、スマホからの登録が可能です。

・登録後、登録内容の変更や中止をしたい場合は、OB会会計(※)までご連絡ください。

・年2回の引き落とし時期は固定としていますが、引き落とし金額は変更可能です。

　変更したい方は、OB会会計(※)までご連絡ください。

→自動引き落としの仕組みにより、OBが都度支払わなくてはならない手間をなくす

→現役生が卒業する際に、自動引き落としの登録をしてもらうことで若手OBからの支援を拡げていく

→原則、自動引き落としをベースとしながら、従来の支払い方法も併用することで多くのニーズに応える

◆料金について

・OB会会員の初期登録費用、維持費用は無料です

・OB会への課金は日本システム収納より以下の通り発生いたします(年2回の引き落とし時のみ発生)

　請求1回あたり\7,500 + (\35 x 口座数) + (初回のみ(*)\300 x 口座数)

　*パソコン、スマホからの口座認証時(初回)のみ\300/1口座が必要

　※OB会会計　安本(13期)： kenji.yasumoto.57@gmail.com

それでは、次のページにあるURLへアクセスして、登録を始めましょう。

mailto:kenji.yasumoto.57@gmail.com


１．以下URLへアクセス

https://www.nss-jp2.com/page_ex.jsp?CONTROLID=KTS0960&BUSINESSID=initDisp&DISPLAY_KEY_param=2l22eZXZt4luZX

2.団体コード「0955070」、ご自身のお名前とメールアドレスを入力し、「仮申込を行う」ボタンを押下する。

https://www.nss-jp2.com/page_ex.jsp?CONTROLID=KTS0960&BUSINESSID=initDisp&DISPLAY_KEY_param=2l22eZXZt4luZX


３．以下画面が表示され、「仮申込の受付が完了しました。」となっていればOK。(当画面は終了して問題なし)



４．「【ＮＳＳ】インターネット口座振替受付サービス　お申込みコードのご案内」、

　　「【ＮＳＳ】インターネット口座振替受付サービス　ログイン画面のご案内」2通のメールが来ていることを確認。



（４．つづき）メールのサンプル



５．上記メールに記載されたURLへアクセスし、ご自身のメールアドレスとお申込みコードを入力、「申込画面へログインする」ボタンを押下する。



６．申込情報を入力し、「申込を行う」ボタンを押下する。



７．「口座振替依頼書受付画面(別サイト)に遷移」ボタンを押下する。



８．金融機関の選択画面で引き落とし口座にしたい金融機関を選択



９．ご自身の口座情報を入力し、「次へ進む」ボタンを押下する。



１０．口座内容を確認し、「金融機関へ」ボタンを押下する。



１１．ここから先の画面は金融機関によって異なるため、画面イメージを割愛

１２．手続き完了後、以下のようなメールが届いたことを確認し、手続き終了。


